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令 和 ５ 年 ６ 月 ２ 日

今今年年のの稲稲のの生生育育はは、、平平年年並並みみにに

進進んんででいいまますすがが、、徒徒長長気気味味でで茎茎数数

ははやややや少少ななめめととななっってていいまますす。。  

米米のの品品質質をを高高めめるるににはは「「根根づづくく

りり」」がが重重要要でですす。。適適期期のの中中干干しし開開始始

とと中中干干しし後後のの間間断断かかんん水水でで「「根根づづくく

りり」」をを行行いいままししょょうう。。  

１１「「中中干干しし」」のの実実施施とと「「中中干干しし」」以以降降のの水水管管理理  

 

 

 

  

中干し後、幼穂形成期までは１日湛水、２～３日落水の「間間断断かかんん水水」で、根に

酸素を与え、伸長を促しましょう。（※目安は足跡の深さ３ｃｍ以内に地固め）

※「飽飽水水管管理理」（足跡に水が残る程度の状態になったら入水する、稲が水分不足にならない水管理）

２２「「エエススアアイイ加加里里ららくくだだ」」のの施施用用  

 

 

施用時期：６月２０～２５日頃 

施用量：１５kg/１０a 

３３  中中・・後後期期除除草草剤剤のの散散布布  
 中干し後に雑草の発生が多い場合は、草種と葉齢に合わせて、遅れずに除草剤を

散布しましょう。 

対対象象  
雑雑草草  

農農    薬薬    名名  散散  布布  時時  期期  
1100aa 当当たたりり  
散散布布量量  

成成分分数数  
使使用用  
回回数数  

ノノ
ビビ
エエ  

トトドドメメＭＭＦＦ１１キキロロ粒粒剤剤  

（湛水して散布） 

田植後１４日～ノビエ５葉期 

（収穫５０日前まで） 
１kg 1 成分 

３回 

以内 

ノノ
ビビ
エエ
・・
広広
葉葉
雑雑
草草  

アアククシシズズＭＭＸＸ１１キキロロ粒粒剤剤  

（湛水して散布） 

田植後７日～ノビエ４葉期 

（収穫４５日前まで） 
１kg ３成分 １回 

レレブブララススジジャャンンボボ 

（湛水して散布）  

田植後１４日～ノビエ４葉期 

（収穫６０日前まで） 

パック 1０個 

（４００g） 
４成分 １回 

フフォォロローーアアッッププ１１キキロロ粒粒剤剤  

（湛水して散布） 

田植後１５日～ノビエ５葉期 
（イネ 4 葉期以降） 
（収穫６０日前まで） 

１kg ２成分 １回 

広広
葉葉
雑雑
草草  

※※ババササググラランン粒粒剤剤

（落落水水ししてて散散布布）

田植後１５～５５日 

（収穫６０日前まで） 
３～４kg １成分 １回 

※※ババササググラランン粒粒剤剤はは、、２２日日以以上上晴晴れれ間間がが続続くく日日をを選選んんでで散散布布しし、、散散布布後後３３～～４４日日はは入入水水ししなないいででくくだだささいい。。

ままたた、、雑雑草草がが局局所所的的にに多多発発生生ししてていいるる場場合合はは、、そそのの部部分分へへののススポポッットト処処理理ががででききまますす。。

４４  カカメメムムシシのの発発生生防防止止  
斑点米カメムシ類の住みかとなる雑雑草草地地やや畦畦畔畔のの草草刈刈りりをを徹徹底底

ししままししょょうう  

～～草草刈刈りり作作業業時時のの留留意意点点～～  
  
  

※熱中症対策として、こまめに休憩を取り、水分補給を行いましょう。

【【ココシシヒヒカカリリのの生生育育状状況況】】  

年年  
次次  

田田植植日日  

55 月月 3300 日日  

草草丈丈  
((ccmm))  

茎茎数数  
葉葉齢齢  葉葉色色  

本本//株株  本本//㎡㎡  

ＲＲ55  55//1122  2277..99  55..55  111133..77  55..44  33..99  

平平年年  55//1111  2266..00  66..11  112266..11  55..44  44..00  

多発する事故の例 対処方法 

刈り刃への接触・巻き込まれによる事故 ヘルメット、ゴーグル・フェイスガード、すねあ

てなどの防護の徹底と飛散物カバーを外さない

ようにしましょう。 

飛散物による事故 

キックバックによる事故 

刈刃に草などが詰まった際の事故 確実にエンジンを切って取り除きましょう。 

「間
断
か
ん
水
」と
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水
管
理
」で
、
夏
の
高
温
に
負
け
な
い
根
づ
く
り
を
！

稲 作 管 理 特 報
入善産米品質向上対策本部 

黒東地域農業技術者協議会

中干しは、田田植植ええ後後４４週週間間頃頃をを目目安安にに開開始始し、本格的な
梅雨の前にしっかりと干し上げましょう。中干しの開始が
遅れると根の伸長が不十分となり、米の品質低下につなが
ります。
中干しは小さなひび割れが入り、長ぐつの跡がつく程度

まで干しましょう。

JAみな穂営農センター TEL 74-2440 中央支店経済課 TEL 72-5379 西部支店経済課 TEL 72-1162 南部支店経済課 TEL 78-1167 新川農林振興センター 農業普及課 TEL 52-0094 

 例年、草刈り作業時における農作業事故が多発しています。雑草地や傾斜地等で作業を
行う際は、周囲の安全を確認し、怪我や転倒などに注意してください。 

管内の水田土壌では、多くのほ場で「カカリリ」が不足し、
「ケケイイ酸酸」はほとんどのほ場で不足しています。稲の 
受光体勢を改善し、下葉の枯れあがりを防ぐために、

「エスアイ加里らくだ」を積極的に施用しましょう。 

★JA みな穂営農情報メールを配信しています。

下の QR コードを読み込み、案内に沿って手続きして下さい。

主 な 情 報

提 供 内 容

・水稲・大麦・大豆の生育情報及び今後の管理

・気象情報と災害防止の対策

【【中中干干しし】】  

令和４年１１月に実施した

JA みな穂管内土壌調査結果 

●溝掘りのポイント 

・軽く田干しを行い、泥を落ち着かせてから溝を掘ってください。 
・溝は、５ｍに１本を目安に掘り、ほ場の周囲と中央の１本は、特にしっかりと 
掘りましょう。 

・溝は、水尻まで確実に連結してください。 

 
１１  浅浅水水管管理理  ～～初初期期茎茎数数をを確確保保すするる～～ 

田植後２０～３０日まで 

２２  除除草草剤剤散散布布～～散散布布後後５５日日間間はは湛湛水水状状態態をを保保つつ～～ 
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・中干しまでは、浅浅水水管管理理でで水水温温をを高高めめ、、分分げげつつのの発発生生をを促促ししままししょょうう。。  
・アアオオ藻藻がが発発生生ししてていいるる場場合合やや、、ガガススががわわいいてていいるるほほ場場、、葉葉色色のの淡淡いいほほ場場はは、、  
軽軽いい田田干干ししをを行行いい、、根根のの活活力力をを高高めめままししょょうう。。  

  

  

・除草剤は、剤ごとの散布目安を参考に、遅遅れれなないいよようう散散布布しましょう。 
・散布前にやややや深深めめにに入入水水し、５５日日間間はは止止めめ水水ととしし、、湛湛水水状状態態をを保保ちちましょう。 
チラ干しになる場合は、静かに水を足し、田面の露出を避けてください。 
散布後７日間は水尻を上げておき、落水しないでください 

・２回目の除草剤散布前には、１１～～２２日日程程度度のの軽軽いい田田干干ししをを行行いい、藻を除去し
て除草効果を高めるとともに、根を傷めるガスの発生を抑制してください。 

・藻藻やや表表層層剥剥離離のの多多発発ほほ場場でではは、ジャンボ剤や豆つぶ剤の使用は避けましょう。 
  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  
  
  
  
  
  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・中中干干ししはは、、田田植植ええ後後４４週週間間ままででにに開開始始し、しっかりと干しあげましょう。  

・中干しが遅れると根張りが悪くなり、青米や乳白粒が発生する原因となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田植日 中干し開始日 

５月１０日 ６月７日頃 

５月１５日 ６月１２日頃 

５月２０日 ６月１７日頃 

・溝溝掘掘りりはは、、中中干干しし前前にに必必ずず実実施施ししままししょょうう。。  
収量・品質を安定させる第１歩は、初期生育の確保から！まずは、浅

水管理を徹底し、分げつの発生を促しましょう。 
次に、田植え後４週間までに中干しを開始し、夏の高温に耐えられる

しっかりとした「根づくり」に取組みましょう。 

※葉色が濃く、過繁茂気味の田や乾きにくい田は、やや強めに干しましょう。 

  （ただし、落水期間は７日間以内とし、週に１度は溜まらない程度に入水する。） 

※茎数が少なめの田や乾きやすい田は、１度に干しあげないようにしましょう。 

  （中干し後の「「間間断断かかんん水水」」（１日湛水、２～３日落水）により、地固めする。） 

稲作管理特報 

JA みな穂営農センター TEL 74-2440  中央支店経済課 TEL 72-5379  西部支店経済課 TEL 72-1162  南部支店経済課 TEL 78-1167  新川農林振興センター 農業普及課 TEL 52-0094 

令 和 ５ 年 ５ 月 １ ９ 日 

入善産米品質向上対策本部 

黒東地域農業技術者協議会 ３３  溝溝掘掘りり  ～～中中干干ししのの効効果果をを高高めめるる～～  

４４  中中干干しし  ～～根根のの量量ををししっっかかりりとと増増ややすす～～  

『溝
掘
り
・中
干
し
』は
適
期
を
逃
さ
ず
に
行
い
、
し
っ
か
り
根
を
伸
ば
そ
う
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●溝掘りの効果 
① ほ場のすみずみまで均一

に干すことができる。 

② 間断かん水の際など、水

の出し入れがスムーズに

行える。 

●中干しのポイント 

・田面に小さなひび割れが入り、長長靴靴のの跡跡ががつつくく程程度度ままでで干しましょう。 

・表面に水がなくても足が沈むようでは不十分です。 

田 

植 

え 

【中干し開始日の目安】 

【中干し終了頃のほ場の状態】 

一一回回処処理理のの場場合合  
ププラライイオオリリテティィ 11 キキロロ粒粒剤剤（1kg/10a）  

田植後５～１０日まで 

ププラライイオオリリテティィジジャャンンボボ（小包装 10 個:250g/10a）  

ププラライイオオリリテティィ豆豆つつぶぶ 225500（250g/10a）  

田植当日～４日まで 

  
アアククシシズズММＸＸ１１キキロロ粒粒剤剤  

 （1kg/10a） 

田植後１１～２０日まで 

  

かかねねつつぐぐ  

１１キキロロ粒粒剤剤  

（1kg/10a） 

田田

干干

しし  

二二回回処処理理のの場場合合  

ププラライイオオリリテティィ 11 キキロロ粒粒剤剤（1kg/10a）  

ププラライイオオリリテティィジジャャンンボボ（小包装 10 個:250g/10a）  

ププラライイオオリリテティィ豆豆つつぶぶ 225500（250g/10a）  

田田

干干

しし  

ここれれかかららのの  
水水管管理理のの  
イイメメーージジ  

中中干干ししはは、、  

田田植植後後４４週週間間

ままででにに開開始始  

★JA みな穂営農情報メールを配信しています。 
下の QR コードを読み込み、案内に沿って手続きして下さい。 

主 な 情 報

提 供 内 容 
・水稲・大麦・大豆の生育情報及び今後の管理 
・気象情報と災害防止の対策 

田
植
え 


